
︿
議
会
あ
れ
こ
れ
「
修
正
案
っ
て
な
ぁ
に
？
」
⋮
市
長
や
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
︵
原
案
︶
に
対
し
、
議
員
が
修
正
を
加
え
る
も
の
で
す
。﹀

－－－－－－－－－－

　

農
業
・
農
村
は
、
国
民
生
活
の

安
全
と
安
心
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
他
方
、
我
が

国
の
食
料
自
給
率
は
他
の
先
進
国

に
比
べ
極
め
て
低
く
、
そ
う
し
た

情
勢
の
中
で
、
地
方
農
政
局
は
大

半
の
業
務
を
地
方
に
移
管
し
て
廃

止
す
べ
き
と
の
案
が
示
さ
れ
て
い

る
。
地
域
農
業
の
健
全
な
発
展
に

不
可
欠
な
国
営
土
地
改
良
事
業
を

県
に
移
管
す
る
こ
と
は
、
本
市
農

業
の
存
続
や
関
係
土
地
改
良
区
の

運
営
を
危
う
く
す
る
重
大
な
問
題

で
あ
り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
根

幹
で
あ
る
国
営
土
地
改
良
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き

国
の
責
務
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
︵
第
11
号　

平
成
20
年
8
月
1
日
発
行
︶

－－－－－－－－－－

��

意
見
書

意
見
書

　
６
月
議
会
最
終
日
に
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
次

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
、
内
容
を
要
約
し
掲
載

し
ま
す
。

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
に

お
け
る
「
国
の
地
方
支
分
部
局

の
見
直
し
」
に
関
す
る
意
見
書

　

現
在
、
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
字
幕

付
与
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
い
う
状

況
だ
が
、
国
内
で
上
映
さ
れ
る
映

画
の
う
ち
「
邦
画
」
は
特
別
な
も

の
を
除
い
て
日
本
語
字
幕
が
つ
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
聴

覚
障
害
者
は
字
幕
の
な
い
日
本
映

画
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
①
日
本
映
画
等
へ
の
字
幕
付

与
を
義
務
づ
け
る
こ
と
②
誰
に
で

も
理
解
で
き
る
字
幕
付
与
が
行
え

る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
③
財
政
的
支
援
措
置
を
講

じ
る
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
。

　

近
年
の
国
際
価
格
高
騰
や
資
源

獲
得
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
レ
ア

メ
タ
ル
を
含
む
非
鉄
金
属
の
確
保

に
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。
普
及
台

数
が
１
億
台
を
超
え
て
い
る
携
帯

電
話
に
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
を

含
む
他
の
使
用
済
み
製
品
と
と
も

に
「
都
市
鉱
山
」
と
し
て
、
適
切

な
処
理
と
有
用
資
源
の
回
収
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、

使
用
済
み
の
携
帯
電
話
の
適
正
な

処
理
と
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
有
用
な

資
源
の
回
収
促
進
を
図
る
た
め
、

①
携
帯
電
話
の
回
収
促
進
の
た
め

に
必
要
な
法
整
備
を
行
う
こ
と
②

携
帯
電
話
回
収
促
進
に
つ
な
が
る

企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
施
策
を
行
う
こ
と
③
充
電
器

等
の
標
準
化
や
取
扱
説
明
書
の
簡

略
化
等
に
よ
る
省
資
源
化
を
実
現

す
る
こ
と
④
循
環
利
用
の
た
め
の

社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す

こ
と
な
ど
の
早
急
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

介
護
労
働
者
は
、
低
賃
金
、
長

時
間
重
労
働
な
ど
、
そ
の
劣
悪
な

労
働
環
境
か
ら
離
職
率
も
高
く
、

待
遇
改
善
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
①
低
賃
金
の
原

因
と
そ
の
是
正
策
を
早
急
に
検
討

し
、
次
期
介
護
報
酬
改
定
で
適
切

に
措
置
す
る
こ
と
②
労
働
環
境
の

整
備
や
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
の
仕
組
み

の
構
築
な
ど
早
急
な
取
り
組
み
を

進
め
、
福
祉
・
介
護
現
場
に
お
け

る
指
針
の
実
現
を
図
る
こ
と
③
介

護
労
働
者
の
待
遇
改
善
の
た
め
の

総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
な
ど
を
行
い
、
労
働
条
件
や
福

利
厚
生
の
向
上
に
全
力
を
挙
げ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

請
願
の
審
査
結
果

「
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
基
本
法
」

（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
提
出
へ
の
請
願　

　

深
谷
市
櫛
挽
65
―
５

　

公
明
党
深
谷
支
部

　

地
区
連
合
会
長　

福ふ
く

田だ　

利と
し

男お

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

日
本
映
画
へ
の
字
幕
付
与
を
求

め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

　

深
谷
市
町
田
２
７
７
―
24

　

公
明
党
深
谷
支
部

　

副
支
部
長　

須す

永な
が　

長
ち
ょ
う

次じ

郎ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　

択
）

携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請

願
　

深
谷
市
上
柴
町
東
１
―
29
―
49

　

公
明
党
深
谷
支
部

　

青
年
局　
　
　

山や
ま

崎ざ
き　

浩こ
う

司じ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　

択
）

介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願　

　

深
谷
市
原
郷
２
１
５
１

　

公
明
党
深
谷
支
部

　

地
区
女
性
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

池い
け

田だ　

昌ま
さ

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
採　

択
）

請
願
第
8
号

請
願
第
9
号

●6月定例会　議案等の審査結果一覧表●
（【　】内は付託委員会）　

	

6
月	

2
日	

㈪　

本
会
議
、
会
期
の
決
定
・

諸
報
告
・
正
副
議
長
選

挙
・
議
案
の
上
程
・
議

案
説
明
等

	
	

3
日	

㈫　

休
会

	
	

4
日	

㈬　

休
会

	
	

5
日	

㈭　

本
会
議
、
議
案
質
疑
・

委
員
会
付
託
等

	
	

6
日	

㈮　

休
会

	
	

7
日	

㈯	
	
	

8
日	

㈰	
	
	

9
日	

㈪　

市
民
環
境
産
業
委
員
会

	
	

10
日	

㈫　

福
祉
文
教
委
員
会

	
	

11
日	

㈬　

休
会

	
	

12
日	

㈭　

総
務
委
員
会

	
	

13
日	

㈮　

休
会

	
	

14
日	

㈯	
	
	

15
日	

㈰	
	
	

16
日	

㈪　

本
会
議
、
一
般
質
問

	
	

17
日	

㈫　

本
会
議
、
一
般
質
問

	
	

18
日	

㈬　

本
会
議
、
一
般
質
問

	
	

19
日	

㈭　

休
会

	
	

20
日	

㈮　

本
会
議
、
委
員
長
報
告
・

質
疑
・
討
論
・
採
決
・

議
員
提
出
議
案
の
上

程
・
質
疑
・
討
論
・
採

決
等

請
願
第
10
号

請
願
第
11
号

◆条例の一部改正・・・原案可決
議案 40 深谷市職員の公益法人等への派遣

等に関する条例の一部を改正する
条例 【総務】

議案 41 深谷市税条例及び深谷市都市計画
税条例の一部を改正する条例

  【総務】
議案 43 深谷市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例 【市民環境産業】
議案 44 深谷市ひとり親家庭等医療費支給

に関する条例等の一部を改正する
条例 【福祉文教】

議案 45 深谷市こども医療費支給に関する
条例の一部を改正する条例

  【福祉文教】
議案 46 深谷市公民館条例の一部を改正す

る条例 【福祉文教】

◆条例の廃止・・・原案可決
議案 42 深谷市交通傷害保険金支給基金条

例及び深谷市設置による深谷市交
通傷害保障条例の失効に伴う経過

措置を定める条例を廃止する条例  
 【市民環境産業】

◆財産の取得・・・原案可決
議案 49 財産の取得について 【総務】
　　　　　〔災害対応特殊消防ポンプ自動車

（CD-Ⅱ型）1台の購入〕

◆専決処分の承認・・・報告承認
報告 3 専決処分の承認を求めることにつ

いて 【総務】
　　　　〔深谷市税条例及び深谷市都市計画

税条例の一部を改正する条例〕
報告 4 専決処分の承認を求めることにつ

いて 【市民環境産業】
 〔深谷市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例〕
報告 5 専決処分の承認を求めることにつ

いて 【市民環境産業】
 〔深谷市国民健康保険税条例の一

部を改正する条例〕

◆そのほか・・・原案可決
議案 47 埼玉県市町村総合事務組合の規約

変更について 【総務】
議案 48 深谷市土地開発公社の定款変更に

ついて 【総務】

◆請願
※請願第 8号～第 11号の審査結果は、4

ページを参照ください。

◆議員提出議案・・・原案可決
議第 7 地方分権改革推進委員会における

「国の地方支分部局の見直し」に
関する意見書

議第 8 日本映画への字幕付与を求める意
見書

議第 9 携帯電話リサイクルの推進を求め
る意見書

議第 10 介護労働者の待遇改善を求める意
見書

介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書

携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

日
本
映
画
へ
の
字
幕
付
与
を

求
め
る
意
見
書

●
平
成
20
年

　

第
2
回
定
例
会

（
6
月
）日
程
●

　

７
月
８
日
に
平
成
20
年
深
谷
市

議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
長
か
ら
、
生
活
保
護

費
不
正
受
給
事
件
に
関
し
、
そ
の

経
緯
や
原
因
、
生
活
保
護
行
政
の

問
題
点
の
検
証
等
を
行
う
第
三
者

調
査
委
員
会
設
置
に
関
す
る
条
例

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

問  

委
員
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答  

弁
護
士
、
大
学
教
授
、
市
議

会
議
員
、
民
生
委
員
、
深
谷
市
人

材
バ
ン
ク
か
ら
選
任
し
た
方
の
計

６
名
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問  

第
７
条
で
会
議
を
非
公
開
と

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答  

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個

人
情
報
を
扱
っ
て
い
る
た
め
に
非

公
開
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
報

告
書
を
市
長
に
提
出
し
た
後
、
個

人
情
報
に
留
意
し
て
公
開
し
ま

す
。

問  

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答  

７
月
中
に
内
部
調
査
委
員

会
の
報
告
を
基
に
立
ち
上
げ
ま
す
。

会
議
は
４
～
５
回
行
い
、
９
月
議

会
終
了
ま
で
に
市
と
し
て
の
報
告

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問  

内
部
調
査
委
員
会
の
報
告
以

外
の
資
料
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た

場
合
は
、
資
料
を
出
す
の
か
。

答  

調
査
権
が
付
与
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
関
係
者
か
ら
意
見
や

説
明
を
聴
い
た
り
、
必
要
な
資
料

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
条
例
案
に
対
し
、
田
島
信

吉
議
員
ほ
か
３
名
よ
り
、
第
三
者

調
査
委
員
会
の
委
員
か
ら
市
議
会

議
員
を
除
く
こ
と
、
会
議
の
記
録

を
作
成
し
公
開
す
る
こ
と
を
盛
り

込
む
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 　

　
　

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立

場
に
あ
る
議
員
は
、
第
三
者
と
は

言
え
な
い
。
議
会
・
議
員
は
、
与

え
ら
れ
た
独
自
の
立
場
で
、
情
報

を
収
集
・
検
証
し
、
今
後
の
生
活

保
護
行
政
に
つ
い
て
、
提
言
を
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

市
議
会
議
員
を
委
員
に
含
め
る
原

案
に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
る
。

　
　
　

議
会
は
市
政
に
対
し
、
調

査
権
を
有
し
て
い
る
。
議
員
は
独

自
の
組
織
で
、
検
証
を
行
い
、
市

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的

問
題
に
な
っ
た
状
況
を
考
え
れ
ば
、

会
議
内
容
の
公
表
を
条
例
に
盛
り

込
む
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
修

正
案
に
賛
成
す
る
。

　

条
例
案
を
修
正
の
上
、
可
決
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。　
　

議
員
か
ら
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た

原
案
・
修
正
案
に
対
し
て
、

こ
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
質
疑
が

あ
り
ま
し
た

審
議
結
果

討
論

討
論

臨
時
会
の
概
要

生
活
保
護
費
不
正
受
給
を
受
け

臨
時
会
を
開
催


